
農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

地域活動の新たな参加者

2003年に東北農政局が，優れた村づくりを行っている地区を
（注）

対象に実施した「地域の暮

らしに関するアンケート調査」によれば，地区の結束力が10年前と比較して「強い，また

は維持されている」と回答した地区では，その理由の第１位は「兼業農家や非農家も増え

ているが，地域の共同活動に積極的に参加している」（回答割合59.4％）であり，一方，「弱

まっている」と回答した場合には，その理由の第１位は「人口の減少や高齢化により，地

域の共同活動の維持が困難になった」（66.7％）と「兼業農家や非農家が増え，地域の共同

活動の維持が困難になった」（66.7％）であった。これまで農村の共同活動の中心であった

農家の減少と兼業化の進展，そして非農家の増加が多くの地域でみられる現状にあって，

兼業農家や非農家が地域の活動にどの程度参加するかが，地域の結束力そして地域の活力

を左右する大きな要因であることがうかがえる。

地域活動の新たな参加者として兼業農家や非農家を考える上で，農家の農外就業の子弟

が活躍している事例を紹介したい。筆者がこの夏訪問した上鹿妻第一地区協同組合は，盛

岡市の市街地から車で15分ほどの３集落を管内とする集落組織である。前身の農事実行組

合は農協組合員のみが構成員であったが，20年ほど前の農事実行組合での検討の結果，

「農家の子弟など農家でない人も組織に入らないと将来的に地域のまとまりがなくなる」

と考えて，地区の全世帯約70戸が加入する組織とし，名称も地区協同組合に変更した。こ

の組織については『農中総研 調査と情報』９月号に執筆したが，注目されるのは，農家の

子弟で農業に従事していない人たちがこの組織の青年部に入り地域活動の中心として活躍

していることである。青年部は「農リンピック」という，休耕田を使い伝統的農法の伝承

と田んぼで遊ぶことを目的とした地域の運動会を企画・運営し，また祭りでは神輿を担ぎ，

堰の草刈や農薬の共同散布も行っている。地区協同組合の設立以前には，農家の子弟では

あるが会社勤めのため農業や地域の活動とは関わりを持たずにきた人たちが，子育てや仕

事が忙しいなか，青年部に参加し，集い，語り合うことで，互いの考えを理解し，農リン

ピックや農薬散布など農業に関わる活動も行うようになったという。また，青年部の施設

３棟を部員だけで建設しているが，これは建設業を始め様々な職業の者が青年部に集まっ

たことの効果といえよう。

昭和一けた世代のリタイアにより農家の農業従事者は今後急減するとみられているが，

本号の内田主任研究員の論文によれば，昭和一けた世代の子どもの世代は，農業との関わ

りは小さくても今後も比較的安定的に存在すると見込まれている。前述の上鹿妻第一地区

協同組合の例でも農家の子弟が地域に積極的に関わることが地域の活力につながってい

る。彼らの動向をあらためて注視する必要があるだろう。

（注）農水省「豊かなむらづくり表彰」で，東北ブロックの優良事例に表彰された地区。

（（株）農林中金総合研究所 調査第一部長　斉藤由理子・さいとうゆりこ）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

などの調査研究論文や，『農林漁業金融統計』

の最新の統計データがこのホームページから

ご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2008年10月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・「水田維持直接支払い」による非主食用米生産

――食料自給率向上と米生産・畜産構造の見直し――

・米国の農業と農産物貿易

――食料大国の行方と日本の食料――

・農林業センサスにみる稲作経営の変化

・飼料価格高騰と日本の畜産・酪農業

・燃油価格高騰の漁業への影響

・都市農山村交流・グリーンツーリズムの政策動向

【協同組合】

・欧州の協同組合銀行グループの事業戦略

――中央機関による買収と単協での組合員増強――

・JAバンク兵庫の地域貢献事業

・青果物卸売市場流通の変容と市場販売の課題

・直売所を核とした複合施設経営で地域経済を活性化

――JAあいち知多――

・品目別に地域の枠を超えて生産部会を再編

――JA館林市青果センター出荷組合連絡協議会――

・地域全戸加入の集落組織が地域を活性化

――上鹿妻（かみかづま）第一地区協同組合――

・日本最大級の茶園を経営するJA出資法人

――（有）アグリセンター都城――

【組合金融】

・集落営農組織への農協の金融対応の現状と今後の課題

――「水田・畑作経営所得安定対策」導入初年度の

対応事例から――

【国内経済金融】

・地域金融機関の高齢者向けサービス

――「安心」と「安全」を提供するきのくに信金――

・地銀連携による顧客サービス向上の最近の取り組み

・振り込め詐欺救済法と金融機関の役割

・民営化後１年を迎えるゆうちょ銀行

・地域銀行の預り資産業務の動向

【海外経済金融】

・米国サブプライム・ローン問題の現状と今後について

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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